
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの成果指標を達成した教師９０％以上
○百ます計算で、中間評価では各学年で設
定した目標の7割、最終評価では目標を達
成

・教職員間でマイプランを共有し、毎学期共通実践を再
確認すると共に、成果指標の振り返りを行う。
・百ます計算の方法を共通理解し、発達段階、児童の
実態をもとに各学年で「ひき算3分以内」の達成率を設
定する。

A

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの実践については、１
００％の教師が達成している。２学期以降の成果指標を新たに設け、
継続して実践していく。
・集中して取り組んでおり、目標の7割については、ほぼ達成してい
る。検定試験や一斉計測を意識させながら、最終的には目標達成を
目指す。

B

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの実践については、９
７％の教師が達成している。各自の成果指標を見据えた指導を行っ
ているといえる。
・1学期と3学期に効果的なスキルタイムの指導について校内研修を
行い、全教職員で共通理解を図った。
・百ます計算については、３学年で目標達成に至らなかった。

B

・マイプランの達成やスキルタイムの指導、校内研究など、学
校全体で共通理解のもと取り組めていることがわかった。今
後も継続を望む。
・学力・学習状況調査の結果が、学年が上がるごとに正答率
が下がっているのが気になる。

〔まなび部〕
・学力向上対策コーディ
ネーター

○「わかった」「できた」を実感し、児童が
主体的に学ぶ授業づくりの推進

○観点に沿った「振り返り」を書くことができる児童９
０％以上
○「問題の解き方が分かる」と回答した児童８０％以
上
○目的や条件に応じて「自分の考えを書くことができ
る」「考えを伝え合うことができる」と回答した児童８
０％以上

・「授業づくりのステップ１・２・３」を活用し観点に沿った「振り返り」が
できる授業づくりを推進し、年間を通して、校内研究等で取組を紹介
する。
・週に１時間のぐんぐんタイムを活用し、年間を通して記述式の問題
に計画的に取り組ませる。
・各教科等において「書く活動」「話し合う活動」の場を設定する。

B

・「振り返り」を書くことができる児童８４％で、成果指標を達成できな
かった。しかし、「授業で学習したことがわかる」と回答した児童８
４％、「自分の考えを書くことができる」「考えを伝え合うことができる」
と回答した児童８６％で、成果指標は達成している。今後も単元を通
した振り返りの方法を見直し、授業づくりを改善していく。

A

・「振り返り」を書くことができる児童８８％で、わずかに成果指標を達成でき
なかった。しかし、「授業で学習したことがわかる」と回答した児童９３％、「自
分の考えを書くことができる」「考えを伝え合うことができる」と回答した児童９
０％で、成果指標は達成している。
・授業づくりについての意識は高く、教師の取組状況は９７％が達成してい
る。常に見直しを繰り返し、継続して改善していく。

A

・授業参観をし、学校全体の静けさを感じた。子供の落ち着き
を感じる。コロナ渦における様々な工夫もあった。
・児童の振り返りや復習の強化を今後どのように進めていくか
が課題である。
・少数の「できなかった」児童への授業づくりを推進してほし
い。

〔まなび部〕
・研究主任
・学力向上対策コーディ
ネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

○道徳や人権に関するアンケートにおい
て肯定的な回答をした児童８５％以上

・ふれあい道徳や人権に関する取り組みについて
保護者や地域に情報を発出する。
・平和集会及び人権集会の実施

A

・道徳の授業参観を１学期に実施。人権に関する取り組みについて
は、学校便り、学級便り等で随時伝えている。人権に関する児童アン
ケートでは、「学校で安心して過ごしていますか」９３％、「自分や友
達を大切にしていますか」９８％の児童ができていると答えている。
・平和集会は8月、人権集会は11月に行う予定。あいさつ・返事は
94％、ていねいな言葉遣いについては89％の児童ができていると答
えている。

A

・道徳の授業参観を全学級で実施。人権に関する取組については、
学校便り、学級便り等で随時伝えた。人権に関する児童アンケートで
は、「学校で安心して過ごしていますか」９３％、「自分や友達を大切
にしていますか」９８％の児童ができていると答えている。
・平和集会は8月、人権集会は12月に実施。あいさつ・返事は95％、
ていねいな言葉遣いについては90％の児童ができていると答えてい
る。

A

・全学級で道徳の授業参観が実践されていることは保護
者へ啓蒙するうえで効果的。
・人権集会など人権に関する取組が学校だよりで地域に
周知されている。

〔こころ部〕
・人権･同和教育担当者
・道徳教育推進教員

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○「いじめや不登校など、子どものサインを
見逃さず、子どもの心情に寄り添う指導を
行っている」と回答した教職員９５％以上

・毎月の「今の気持ちアンケート」の実施
・月1回の生徒指導協議会の実施
・年２回（５月期、１０月期）の担任教員と児童個々
の「お話週間」の設定

A
・今の気持ちアンケートは基本的に毎月実施している。お話週間は
１、２学期にそれぞれ全クラスで実施した。
・いじめや不登校など子どものサインを見逃さず、子どもの心情に寄
り添う指導を行っていると答えた教職員は100％であった

A
・今の気持ちアンケートやお話週間は予定通り実施し、児童の悩みに
早期対応することができた。。
・いじめや不登校など子どものサインを見逃さず、子どもの心情に寄
り添う指導を行っていると答えた教職員は9７％であった。

A
・毎月のアンケートから、児童の悩みに対応できていると感じ
る。毎学期の実施により、子供たちも自分の気持ちに向き合う
時間ができ、早期発見につながると思う。さらに、児童の話し
合い等活発にすると様々な気持ちを聞くことができ、考え方も
広がっていくと思う。

〔こころ部〕
・教育相談担当
・教頭

○規範意識の向上
◎児童夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動

○「神埼市四カ条の誓い」を意識した教育指導を
していると回答する教職員９０％以上
◎「自分で頑張ろうと決めたことを学校や家で取
り組むことができている」と回答する児童85％以
上

・「神埼市四カ条の誓い」の学級掲示
・「あいさつ」「返事」「そろえる」をキーワードとした
基本習慣を徹底する。
・学期始めの目標設定と学期末の振り返りを行う。 A

・「神埼市四カ条の誓い」の学級掲示は、全ての学級で実施してい
る。
・「神埼市四カ条の誓い」を意識した教育指導を行っていると回答し
た教職員は97％。
・「自分で頑張ろうと決めたことを学校や家で取り組むことができてい
る」と回答した児童85％

A

・「神埼市四カ条の誓い」の学級掲示は、全学級で実施した。
・「神埼市四カ条の誓い」を意識した教育指導を行っていると回答した
教職員は94％になった。毎月の生活目標と関連付けて､指導を行っ
ていく必要がある。
・「自分で頑張ろうと決めたことを学校や家で取り組むことができてい
る」と回答した児童90％

A

・感動する心や豊かな心はいろいろな経験や体験
から育っていくと思うので、その機会をつくってほし
い。

〔こころ部〕
・生徒指導担当

●望ましい生活習慣の形成 ●早寝、早起き、朝ご飯の徹底
○登校時や給食前後などの石けん手洗い
や消毒とマスク着用の徹底
○習い事がない日は、９時から１０時までに
は寝ると回答する児童９０％以上。

・毎日の健康観察での調査声かけの徹底。
・校内各所に消毒を設置する。手洗いやマスク着用に
ついては随時声かけをする。
・保健便り、学級通信などで規則正しい生活習慣の重
要性やゲームの使用時間の管理を啓発する。

B

・毎日の健康観察での調査声かけの徹底により、規則正しい生活習
慣が身に付いている。手洗いやマスク着用は、95％できているが、
随時声かけを継続していく。
・就寝時刻が守れている児童が79％だったので、保健便り、学級通
信などで規則正しい生活習慣の重要性についての啓発をさらに進め
ていく必要がある。

A

・「早寝、早起き、朝ご飯」は、毎日の健康観察での調査や声かけの徹底により「ほぼ
できている」との回答であったが、就寝時刻が守れている児童の割合が10月より４％
低くなっていた。規則正しい生活習慣の重要性について引き続き啓発していく必要が
ある。
・アンケートによると、手洗いやマスク着用は、97％の児童ができるようになった。保護
者も学校の健康教育に対して99％が肯定的に評価している。教職員も96％が保健便
りや学級通信等で規則正しい生活について啓発ができた。

A

・放課後の過ごし方で、就寝時刻を守れない児童もいる
と思う。個々のライフスタイルに合った目標睡眠時間で
あれば達成できている児童が多いのではないだろうか。
・質の良い睡眠や食事等で健康維持力を身に付けてい
けるとよい。

〔すこやか部〕
・体力づくり担当
・健康指導担当
・養護教諭

○安全に関する資質・能力の育成 ○運動場で安全に遊ぶことができたと回
答する児童90％以上。
○自転車のヘルメット着用率９０％以上

・月に１度ヘルメット着用、防犯ブザー所持の
状況を調査し学校便り等で保護者への啓発を
図る。
・遊具での正しい遊び方、教室等での安全な
過ごし方の継続指導

B

・ヘルメット着用、防犯ブザー所持の状況調査が毎月できなかった。
ヘルメット着用率は92％ではあるが、高学年児童がきちんと着用で
きておらず指導の継続が必要。
・安全な過ごし方について概ねできていると回答した児童は82%。休
み時間巡回して指導にあたる。けがによる保健室利用は昨年度より
減っている。

B

・ヘルメット着用率は94％であったが、きちんと着用できていない児童
も見受けられ、継続的な指導が必要である。月に1度の状況調査も継
続していきたい。
・安全な過ごし方について、肯定的な回答をした児童は中間評価より
も２％あがった。また、４月から現在までのけがによる保健室利用は
昨年度より400人ほど減少した。

B

・ヘルメットの着用率は高いが、付け方やサイズが適正である
か、各家庭での指導による。学校からの声掛けも必要。
・登下校の様子で並列等の気になる場面を見かける。
・けがによる保健室利用が大幅に減少したと聞き、学校全体
として落ち着きがでたことが分かった。

〔すこやか部〕
・安全教育担当
・教務

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
○全体の時間外勤務平均４５時間以下

・ＩＣＴを活用し、職員連絡や提案等時間短縮を図る。
・見通しをもった行事、授業計画案によりタイムマネジメントを
図る。
・毎月の勤務時間状況をフィードバックし、個々の業務の見直
しを行う。

A

・掲示板の活用や提案資料の読み上げ廃止により、時間短縮
を図ることができた。
・毎月の職員会議で､個々の超過勤務時間を提示し、チェック
シートによる振り返りを行った。

A

・ＩＣＴの活用や会の併合により、職員連絡や提案等時間短縮を図った。
・毎月､個々の超過勤務時間を提示し、職員会議でチェックシートによる自己
評価を行った。また、退勤時刻の提示と呼びかけにより、超過勤務時間が平
均35時間未満であった。
・校時表を変更し、課後の事務処理の時間を確保した。

A

・以前と比べて、遅くまで残っている職員が減ったのは良い。
連絡アプリの導入により簡素化につながっているのも良い。
・超過勤務の軽減に向けて学校一丸となって取り組んでいる
ことが分かった。働きやすい職場の環境づくりは皆で考えてい
かなくてはいけない。

・教頭
・各部長

○教職員の自らの働き方の改革と心身
の健康の保持への意識の向上

○「働き方の改革を意識し、心身の健康
の保持に努めている」と回答した教職員
80パーセント以上

・メンタルヘルスに関する情報の提供
・働き方改革や健康保持に関する研修会の実
施 A

・教職員へのアンケートでは、86％が「働き方の改革を意識し、心身
の健康の保持に努めている」と回答した
・セルフケア、ラインケアに関する情報を毎月回覧等で周知した。
・年休取得向上に努めた。

A
・メンタルヘルス（セルフケア/ラインケア）に関する情報を毎月回覧し、健康
保持への意識を高めた。「働き方の改革を意識し、心身の健康の保持に努
めている」と回答した職員90％以上。
・長期休業中を主に年休取得向上に努め、全体として、昨年より3割強取得
時間が増えた。

A
・改革の推進により努めてほしい。

・教頭
・各部長

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○教職員の資質向上

○実践の共有、実践力の向上 ○教職員の資質能力の向上に資する職
員研修を計画的な実施

・外部講師招聘による専門性の向上を図る教職員
研修の実施
・若手教職員を中心としたミニ研修の実施
・相互授業参観の実施

A
･外部講師を招き、各分野において研修を行った。
・全体授業研を３回行った。また、グループ研において各学年グループでの
授業研究において全員授業を行い、相互授業参観と事後の研究会を行っ
た。
・経3､中堅研修（8名）の研究授業を全体に周知し公開した。

A
・多岐にわたって、計画通りに職員研修を行った。特に、タブレット活用や特
別支援教育については研修を追加し、専門性の向上を図った。
・校内研究に加え、経年研修の研究授業を公開し、若手を中心に授業参観
を行った。事後研を仕組み、更に授業力の向上を図っていく必要がある。 A

・１時間１時間の授業を大切に取り組んでいくことで授業
力向上の成果が表れてくる。今後の研鑽を期待する。
・学調の結果を考慮し、県比で下がっていた教科の対策
を図ったほうがよい。

・教頭
・主幹
・教務
・研究主任

○特別支援教育の視
点に立つ学級づくり

○個の特性に応じた指導・支援の充実
○個々が大切にされる学級風土の醸成

○毎月の子ども支援会議の実施
○保護者アンケートにより「学校は子どもの
良さが行かされる学級づくりに努めている」
との回答９０％以上

・子ども支援会議にて配慮を要する児童の状況につい
て共通理解を図り組織対応を充実させる。
・専門性向上を目指した職員研修の実施
・学校便り、学級便り等の発行と校内環境整備

A

・毎月、子ども支援会議で配慮を要する児童の状況について共通理解を
図った。
・特別支援教育や教育相談の研修を行った。また、支援が必要な児童への
対応について外部の専門化を招いて会議を開くなど、個に応じた指導の専
門性の向上を目指した。

A

・毎月、子ども支援会議を実施した。また、状況に応じて外部の専門家を招き、支援の
方法について話し合い、指導に生かすことができた。
・特別支援教育や教育相談、ＱＵについての職員研修を行い、専門性の向上へつな
げた。「個の特性に応じ､指導支援の方法を工夫している」との回答100％。
・「学校は一人一人の良さが生かされる学級づくりにつとめている」と回答した保護者
は、９５％であった。

A
・定期的な支援会議により、学校全体で支えているとこ
ろ、外部との適切な連携がとれているところ、個に応じた
指導が行き届いているところが良い。
・担任が抱え込まず組織としての対応が今後も必要。

・特別支援教育ＣＯ
・教育相談担当

○ICT利活用

○教職員･児童のICT利活用能力の向上
○情報モラル教育の充実

○「ICT機器（1人1台タブレット）を毎日使用した」
と回答する教職員・対象児童９５％以上
○学年に応じた情報モラル教育とプログラミング
教育の授業を実践した学級100％

・プログラミングに関する研修への参加奨励
・タブレット活用に関する研修会の実施
・全学年における情報モラル教育とプログラミング
教育の授業実践

B
・情報教育担当や高学年担任が外部のＩＣＴ利活用やプログラミング
教育に関する研修や研究発表に参加し、校内での活用に役立てて
いる。
・10月時点で、３学年が情報モラル教育やプログラミング教育の授業
を実践した。2月までに全学級で実施予定。

B

・情報教育担当や中・高学年全学年の担任が外部の研修会や研究発表会に参加し
た。また、情報教育担当がミニ研修会を行い、タブレットの活用力向上を図った。
・全学級において、１回以上は情報モラル教育、プログラミング教育の授業を行った。
しかし、「計画的な授業実践を行った」職員は69％であった。
・高学年では、学級差があり、週３回以上のタブレット活用にとどまった。

B
・文章を書かせる、各教科で効果的に使う等タブレットの
活用の幅を広げていく必要がある。全学年にいきわたれ
ば、さらなる活用能力の向上が求められるであろう。
・情報モラル教育の徹底をしてほしい。

・情報教育担当
（まなび部）
・視聴覚教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 神埼市立神埼小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍の中、様々な課題解決や教育活動推進に向けて、それぞれの担当を中心に組織で進めることができた。
・共通理解・共通実践により教職員の指導力向上を図ると共に、児童主体の活動を活性化させる体制づくりを目指す。
・ＧＩＧＡスクール構想を念頭に、タブレットを計画的かつ頻繁に活用し、学力向上を目指す。
・児童の学力向上につながるような授業改善、校内研究に継続して取り組む。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・コロナ禍の中、様々な課題に向かい、工夫しながら組織で教育活動を進めることができた。

・共通理解･共通実践をもとに教職員の指導力向上を図ると共に、児童主体の活動を活性化させる体制づくりを目指す。

・ＧＩＧＡスクール構想を念頭に、ＰＣやタブレットを有効活用し、学力向上を図るとともに、児童の学力向上につながるような校内研究に取り組む。

２　学校教育目標
『体を強く  心賢しく  学び合う  せんだんの子』の育成

＜健康や安全に気を付けた生活や行動ができる子ども＞＜生命あるものを大切にし、思いやりの心をもつ子ども＞＜自ら学ぶ意欲をもち、人と関わりながら、学び合っていく子ども＞

３　本年度の重点目標

①　落ち着きのある学習環境をつくり、学力の確実な定着と学習意欲の向上を図る。

②　校内外において基本的な生活習慣を身につけさせ、健康で明るい生活態度を養う。

③　自己肯定感を高め、「自分を好きに」「人を好きに」「学校を好きに」「ふるさとを好きに」なる児童の育成を図る。

④　校務の効率化を図り、教員の質の向上を目指す。


